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神宮前雑感：10年のときを経て

藤山　直樹　

　神宮前にオフィスを開業して 年が
たった。精神分析と精神分析的なセラ
ピーを合わせて，年間 セッション
以上をこなしてきたから， セッ
ション以上をもったことになる。
時間といえば長いようにみえるが結局
それは 日であり，ほぼ 年である。
年間の月日のうち， 年をカウチの

傍らに腰掛けて過ごした計算だ。一日の
睡眠を 時間とすれば， 年半はベッド
のなかだったことになり，おそらく私が
この 年で一番長くいた場所はそこで
あろうが，カウチの傍らはその次に来る
場所だろう。道理で椅子のクッションが
へたってきたわけだ。そろそろ換えよう
かと思っていたら，このあいだ散歩の途
中，古道具屋で気に入った椅子をみつけ

た。もうすぐ届くことになっている。
　この 年，平均 万円を請求し，総
計でそれ相応のお金を稼いだことになる。
これを多いと思うか，少ないと思うかは
個人の考えによるだろう。大学に勤めて
いなかったら，年間 セッションく
らいはできるだろう。
　のっけからこういうことを書くのは，
精神分析の営みが，患者にとっても私に
とってものっぴきならない人生の現実の
できごとであることを強調したかったか
らである。そして，ある程度の患者供給
さえ確保することができれば，精神分析
は十分に分析家とその家族を養うことが
できることも，伝えたかったのである。

＊
　こころの臨床をとりまく事態は，開業
以来 年間わるくなる一方のように思
う。
　向精神薬と操作的診断基準とエビデン
スベーストという考えかたとが蔓延した
結果，この 年のあいだにこころの臨
床にある種の脱人格化が起きている。そ
の勢いはとどまるところを知らない。人
間のパーソナルな人生のことを考えなく

ふじやま・なおき＝精神分析，精神医学
上智大学総合人間科学部心理学科教授，東京
神宮前にて個人開業。著訳書に『精神分析と
いう営み』，『ナルシシズムの精神分析』（編），
オグデン著『こころのマトリックス』（訳）（以
上，岩崎学術出版社），『現代フロイト読本 ・
』（共編著，みすず書房），サンドラー著『患
者と分析者』（共訳，誠信書房）など多数。こ
のほど，『集中講義・精神分析（上）』を刊行。



ても，こころの臨床ができるかのような
錯覚のなかに，精神医療や心理臨床が陥
りかけているようにさえみえる。しかし，
人間のパーソナルな生の体験と切り離し
て，こころの臨床が可能なのだろうか。
「脳」だとか「ストレス」だとかといっ
た概念が，それなりにこころの臨床を考
える上で意味を持つことはたしかだろう。
だが，私たちが生きているこの「パーソ
ナルな生」の揺らぎや振動，そして私た
ちがそれを主観的にどう体験しているの
か，を無視してこころの臨床は成り立つ
だろうか。
　ルディネスコの著書，『いまなぜ精神
分析なのか』がフランスではかなり売れ
たらしい。自分を精神分析家だと考えて
いる人が 人ほどいるフランスでも，

と操作的診断基準はパーソナルな
こころを扱う臨床を脅かしている。この
本はその動きに対抗しようとして出版さ
れたようだ。しかし，そこではこころの
パーソナルなありかたを扱う臨床として，
精神分析が確実に文化に根付いてはいる
ことがうかがわれる。あくまでも，いっ
たん根付いているものを守ろうとする意
図で出版された本だということがうかが
えるのである。
　実際私の考えでは，こころのパーソナ
ルな主観的な世界を扱うときに，もっと
もたしかな手ごたえをもつ実践が精神分
析なのである。

＊
　ところが日本では精神分析はまったく
根付いていない。だから，パーソナルな
ものと取り組むこころの臨床は風前の灯

になりつつあるように思う。しかも，精
神分析を営んで生きている人がほとんど
いない日本の現状のなかで，なぜか精神
分析に対する批判的言辞が語られ続けて
いる。精神分析を批判することで自分の
立場を明確にしたい人がいるようである
が，批判の対象の精神分析など，日本に
はもともとほぼ存在していないといって
いいのである。そして批判の対象になる
精神分析は誤解され続けている。こむず
かしい理屈をこねたり，ものごとを理論
に当てはめたり，人にかかわることなく
批評したりするものだと思われている。
あるいはその反対に，極度に思いつき的
で，場当たり的なものだと思われる。
　それはむりもない。日本人は精神分析
家にほとんど会ったこともなく，まわり
に精神分析を受けている人を知らないか
らだ。人間と人間とのあいだの，その生
存を賭けた，のっぴきならない長期にわ
たるできごと，営みとしての精神分析，
こころとこころの交わりとしての精神分
析を知らないからだ。精神分析家になる
ための長期のパーソナルなものを巻き込
んだ訓練が，その言説にどれほど説得力
のある共通基盤をもたらすかを知らない
からだ。精神分析をおこなっている分析
家が絶えず，そのひとりの患者との営み
のあいだで，また新たに精神分析そのも
のを発見しなおすような，そうしたプロ
ジェクトのただなかにいることを知らな
いからだ。
　私が『集中講義・精神分析』を出版し
ようと思ったのは，そうした生きて振動
する精神分析というものに，そして私の



考える精神分析の真の姿に，こころの臨
床に関心をもつ人たちが少しでも触れて
いただける機会を提供したかったからで
ある。
　この本を読んでくださったら，精神分
析から遠いところにいらっしゃった読者
が，精神分析的な臨床というものに近づ
きたくなってくれたり，自分や自分の周
りの人たちがこころの苦しみに取り組む
手段としての精神分析を思い描けるよう
になってくれたりするかもしれない。少
なくとも硬直した誤解から解放されるか
もしれない。すでに精神分析的臨床に関
心をもっていらっしゃる読者が，訓練に
対して，前向きな気持ちをもつきっかけ
になるかもしれない。
　ただこの本はハウ・トゥ本ではないか
ら，この本を読んだからといって「臨床
の知恵」が得られるものではない，とい
うことは言っておきたい。というより私
は，臨床の「コツ」だとか，「知恵」だ
とかが本を通して得られるというのは嘘
だと思っている。本というのは訓練や臨
床経験のかわりになるわけではないから
だ。

　『集中講義・精神分析』の上巻の出版
に際して，できるだけ多くの人に読んで
もらいたくて，少しでも安い本にしたく
てペーパーバックにした。欧米の分析家
の著書の新刊がペーパーバックで出版さ
れているのに，日本だけハードカバーで
売り出すのも変な話だ。 ページの本
としては，そしてけっこうしっかり字を
つめてあるわりには安いと思う。お買い
得だと思う。 月か 月には下巻『フロ
イト以後』を刊行する予定である。上下
そろって，多くの人に楽しんでいただけ
たらと思う。

＊
　今年の秋には同じくオフィス開業
年を越えられた松木邦裕先生といっしょ
に， 周年記念のパネルを国外から精
神分析家を招いて開くことを計画してい
る。ひとつのお祭りである。本を出すこ
とも，精神分析家の地味な日常のなかで
はやはりお祭りである。たまにはお祭り
みたいなこともわるくないと思う。でき
たら，このふたつのお祭りにできるだけ
多くの人が参加していただければいいと
思っている。

◇書評エッセンス◇

子どもを考える
ウィニコット著　藤山直樹・他監訳

　 

　一つ一つの論文は，決し

て堅苦しいものではなく，

さまざまな聴衆を相手に用

意された講演のためのメモ

書きを思わせるものであ

り，　ウィニコット自身か

ら直接話しかけられている

ようなやさしい語り口で書

かれている。“症例研究と

観察”に収められている流

れるような美しい臨床描写

には，ついつい引き込まれ

てしまう。（評者・村瀬聡

美＝名古屋大学大学院教育

発達科学研究科■精神療法

34巻6号（ ）より抜粋）



　昨年の精神分析学会 回大会の教育
研修セミナーでグリーンソンについて話
す機会を与えられた。趣旨は，フロイ
ディアンの転移概念を初学者にもわかり
やすく紹介するということであった。私
にとって，グリーンソンは精神分析その
ものであり，思い入れが強かっただけに，
分余りの講述の準備を整えるのにか

えって四苦八苦してしまった。
　思えば，順天堂での初期研修を終え松
沢病院に赴任する際，医局の恩師である
精神病理学者の永田俊彦先生に「これ
から何をやりたい」と問われ，咄嗟に
「松沢での臨床と平行して，分析の勉強
をしたい」とに答えたのがすべての始ま
りだった。当時の（そして現在もであろ
うか）精神病理学の世界は総じて精神分

析学派に対して批判的で交流を求める雰
囲気はなく，その前年に名古屋で開か
れた学会でも，境界例についての精神病
理学と精神分析の議論は噛み合わないま
ま終わっていた。その状況下で，精神病
理学の師に向かって「分析をやりたい」
などと表明するのは，控えめに言っても
失望を招くはずの態度であった。私は深
く考えていたわけではなく，ただ，当時
わが国の精神病理学が寛解過程論を除く
と体系的な治療論を持ち合わせていない
のに対し分析の世界にはそれがあるらし
いと漠然と期待していただけであった。

年代初め頃，実証主義的な薬物療
法に関する議論は皆無に近く，紹介さ
れ始めた は胡散臭く見られていた。
記述現象学が治療には繋がらないのであ
れば残るのは分析，という程度の，今か
らすれば無知そのものの発想であり，先
生もさすがに驚いたご様子だったが，そ
れでも当時都精研に在籍した皆川邦直先
生をご紹介いただけた。そして学生時代
にフロイトを若干読んだことがあるだ
けで，おそらくまだウィニコットもコ
フートも知らなかったであろう私のこと

やましな・みつる＝精神医学，臨床心理学
文教大学人間科学部臨床心理学科教授。著訳
書に，『稀で特異な精神科症候群および状態
像』（星和書店　共著），『現代の子どもと強迫
性障害』『精神分析的診断面接のすすめかた』
（いずれも岩崎学術出版社　共著），ジョーン
ズ著『治療作用』（岩崎学術出版社　共訳）な
ど。このほど，タイソン著『精神分析的発達
論の統合』②を皆川邦直と共に監訳・刊行。

グリーンソン再読，そしてタイソン

山科　　満　



を，皆川先生は温かく迎え入れて下さっ
た。寛大な二人の師との幸運な出会いが，
精神科医として 年を経た私の臨床を
今も支えている。
　さて，皆川先生が立ち上げた勉強会で
最初に指定された「教科書」がグリーン
ソンの技法論と，ナハラのベーシックコ
ンセプト 冊であった。特にグリーン
ソンは，抵抗分析と転移分析の技法が豊
富な症例紹介と共に詳述されており，熟
読することが求められた。苦手な英語と
格闘する修行のような読書の日々が続い
たが，如何せん臨床経験に乏しい時期で
あり，読んだものが身につくことは無
かった。その頃の勉強会では，転移の扱
いを巡って皆川先生と満岡義敬先生との
間で火の出るような討論が行われていた
が，私はその意味を理解することはなく，
あたかも上空を大型ミサイルが飛び交う
のを呆然と眺める傍観者のような立場に
過ぎなかった。
　その勉強会でも何年かすると講師の役
割を担うことになり，そこでグリーンソ
ンに触れる機会があった。駆け出しの頃
よりはグリーンソンの技法についての理
解は進んでいたものの，精神分析的精神
療法については相変わらず臨床経験豊富
とは言い難く，わからないままに人前で
話す立場となり，結果顔から火が出るよ
うな恥ずかしさを味わった。どうやら自
分はそれなりに粘り強い人間なのであろ
うか。そのような体験をしても「わから
ないからやめよう」と思うことは一度も
無く，ただ「わかっていないから，わか
るまでやり続けよう」とだけ思っていた。

　そもそも精神分析的な技法とは，単に
技法の教科書を読み込めば身につくもの
ではなく，フロイトのメタサイコロジー
と今日の技法論が有機的に噛み合った時
に初めて使いこなせるようになるもので
あろう。わからない理論はわからないま
まに抱えて，ケースカンファレンスやセ
ミナーに何年も出続け，反芻するうちに，
やがて「腑に落ちる」ように，技法と理
論が自分の中でかみ合う時が来る。その
作業をひとり孤独のうちに続けること
は難しいが，幸い自分はスーパーヴァ
イザーや共に勉強する仲間には恵まれ
た。その人たちから間接的に支えられて，
どうにかここまでは「やり通す」（

）ことができた。むろんまだま
だ終結には至らないのであるが。
　精神分析理論は本質的に発達理論であ
ると言って良い。それは，欲動論および
欲動・自我・超自我の発達をめぐる構造
論を中心に，意識と無意識という局所論，
そしてエネルギー経済論などを含む仮説
体系であるが，その全体を把握するのは
並大抵のことではない。しかし乳児期か
ら思春期青年期，そしてライフサイクル
を通して展開する精神・性的発達を踏ま
えることなしに転移という現象を真に理
解することはありえないであろう。技法
を正しく身につけるためにも，多岐にわ
たるメタサイコロジーをフロイト以後の
学問的な進歩も踏まえて統合する必要が
あるが，そのためには何らかの「地図」
があることが望ましいように思われる。
そのような「地図」の必要性を感じるよ
うになった矢先，私たちはタイソン夫妻



による『精神分析的発達論の統合』に出
会ったのである。原書は 年に出版
されているが，本書の意義を強く認識し
たのは， 年ほど前，タイソン夫妻が
来日し私たちの勉強会でも講演していた
だいた時であった。お二人とも非常に優
れた臨床家であり，緻密な理論に裏打ち
された臨床経験の説得力が，私のような
初学者にも感じられた。
　私たちは直ちに翻訳にかかることを希
望した。その後紆余曲折を経て，馬場禮
子先生監訳により①巻が 年に出版
され，それに遅れること 年，ようや
く私たちの手になる②巻が出版されるに
至った。その遅れはもっぱら私たちの力
不足によるところが大きく，まさに身の
程知らずにも高い精度を目指したため
と言える。例えば，女児の幼児性器期
の叙述でたった 箇所であるが

の語が使われている。これは画
期的なことであり，このことを私たちは
学問的に正しく理解しそれを訳語に反映

させようとしたために，数週間作業の進
行が止まってしまうということがあった。
こういったことの積み重ねで，出版の遅
れという代償は払ったものの，監訳者・
訳者が本書の隅々まで理解を共有するこ
とができたのは素直にうれしく思う。そ
して本書①②がグリーンソンの技法論と
合わせて，これから精神分析を系統的に
学ぼうとする人にとって，学派を超えて
良い「地図」となることを期待している。
　昨年の初夏から秋にかけては，セミ
ナー講述のためにグリーンソンを再読し
つつ，平行して翻訳出版の最終段階の作
業を進めていた。この時，私の中では理
論と技法というものが分かちがたく結び
ついていることが実感できた。先に述べ
た「腑に落ちる」経験はこのときのもの
である。無から始め，細々と続けた結果
年を要し，まだ先は長いのであろう

が。この駄文を，精神分析を自分のもの
にしようと志す若い人が何らかの参考と
していただければ幸いである。

◇書評エッセンス◇

精神分析的診断面接のすす

めかた
守屋直樹・皆川邦直編 

　精神科の臨床において患

者をどう見立てるかという

ことは，医学的診断を下す

ことだけではない。それ

は患者の背景や病気になっ

た経緯をどう理解し，どの

ような病態水準であって経

過はどう予測されるか，そ

してどのような治療的アプ

ローチが適切かを総合的に

判断する作業である。

　そして，この作業は心理

臨床にとっても大切である。

というのも精神療法の症例

検討会において膠着した治

療状況を討論する中でしば

しば問題となるのが，治療

関係やセラピープロセスと

いうよりはむしろそれ以前

の「見立て」にかかわる点

であるからである。（評者・

藤田長太郎＝大分大学保健

管理センター■精神療法

34巻2号（ ）より抜粋）



中立性と「婆子焼庵」の公案

大矢　泰士　

　治療者の「中立性」という言葉は，精
神分析の文脈では最近使われない傾向に
ある。私も正直なところ，かつてこの
「中立性」に関連して「隠れ身」だとか
「鏡としての治療者」といった表現を最
初に聞いたとき，そんなことが本当にあ
りうるのだろうか，としっくり来ない感
じを抱いた記憶があるし，今でもそれは
基本的に変わらない。もう少し公平な言
い方をすれば，フロイトの当時に「鏡」
の比喩を持ってきたことには意義があろ
うし，秀逸な比喩だと思うのだが，その
後の精神分析や心理療法の実践と思索の
発展のなかで，この比喩がまったく同じ
形のまま生命をもち続けることができな
くても当然であろう。
　その一方で，たとえば臨床心理を学ぶ
大学院生と話をしているときに，「中立

性」に関することに触れずにはすまされ
ないと感じる場面もある。もっとも，そ
れは正確に言えば「中立性」というより，
治療者の職業的な節度や慎みに近いもの
であって，金科玉条にはなりえないが，
重要な要素として語られるべきものでは
ないかと思う。
　とくに広義の逆転移を精神分析や心理
療法のなかで生かすアプローチを考えて
いくときに，この「中立性」の概念を以
前と同じ形のままで用いることは難しい
わけだが，それに類する要素や志向性が
全くないのかといえば，そうとも言いき
れない。ここ数年，これをどんなふうに
説明するのが良いのだろうか，と考えて
いたときに，たびたび頭に浮かんできた
のが， 年以上前に何かの本で読んだ，
ある禅の公案である。
　それは，「婆子焼庵（ばすしょうあ
ん）」という有名な公案である。禅の公
案というのは，周知のように，一定の正
解をもたない座禅の課題のようなもので，
その多くはパラドックスを提示している。
この公案は 世紀に中国で編纂された
燈史（禅宗の歴史書）に収められている，

おおや・やすし＝精神分析，臨床心理学
東京国際大学大学院臨床心理学研究科准教授。
著訳書に，オグデン著『もの想いと解釈』（岩
崎学術出版社），『ライフサイクルの臨床心理
学』（共著），『思春期・青年期の臨床心理学』
（共著）（以上，培風館）など。このほど，オ
グデン著『夢見の拓くところ』を翻訳・刊行。



一種の小噺（こばなし）のようなエピ
ソードである。

　「昔，老婆がいた。ある草庵に住む修行

僧の世話をして 年が経った。ふだん食

事を作って 歳の女の子に運ばせていた

が，ある日，老婆は，（僧の修行がどれく

らい進んだか試験しようと思い，）この娘

に言い含めて，修行僧に抱きついて『こん

なときはどうですか』と尋ねさせた。僧は，

『冷え切った岩に枯れ木が寄りかかってい

るようなもので，冬の三ヶ月間に暖気がな

いように，私にも暖気はない』と答えた。

娘が老婆にこれを報告したところ，老婆は

『私はこんな俗物を 年も世話してきた

のか！』と言って，僧を追い出し，草庵を

焼き払った。」（『五燈会元・巻六』「未詳法

嗣」末尾の「亡名道婆」から現代日本語訳。

小括弧内は筆者の補足。）

　老婆はどうして怒って草庵を焼き払っ
たのか。修行僧はどうすれば良かったの
だろう。蛇足ながら，この話に出てくる
老婆は，僧侶などよりもはるかに禅の本
質的理解に達しているというのがいわば
前提である。
　前述のようにこれに正答はなく，かの
一休禅師をはじめ古今の禅師が実にさま
ざまな答えや解説をしているようだが，
これを娘の誘惑（本当には誘惑ともいえ
ない）に乗るのが良いのか，乗らないの
が良いのか，という二者択一の問題とし
て捉えてしまうと，それこそ答えのない
不毛なところに入り込んでしまうように
私は思う。（むろん，これを心理療法に

置き換えれば，心理療法家が乗ったら境
界侵犯になってしまうのだが。）
　むしろ，引っかかるのは，修行僧が述
べた枯淡の境地のようなものである。彼
は，生命のない岩のように何も感じなく
なるために 年にわたって修行してき
たのだろうか。これでは，世間の禅に対
するステレオタイプなイメージを模倣し
たようなもので，禅ではなく禅のカリカ
チュアではないか。
　二十年以上前に私が参加した座禅会で，
鈴木大拙の高弟として知られるある禅僧
は，私たち一般人の参加者を相手に，座
禅のさいの基本的な姿勢をこんなふうに
説明してくれた。世間では座禅について
無念無想などと言うが，実際には雑念を
追い払おうとするのではなく，心に浮か
んでくるいろいろな考えや記憶や光景を，
入ってくるまま，出ていくままにしてお
くのが良い，と。これはフロイトの有名
な「鉄道の車窓」の比喩にも少し似てい
る。もちろん，禅と精神分析のあいだに
ある目的と性質の大きな相違からすれば，
安易な同等視は避けたほうが良いのだが。
　とはいえ，この公案は，禅と精神分析
のどちらにも通じるテーマを提起してい
るように見える。つまり，心的な体験を
排除して無機物のようになることで表面
上の平静を保つよりも，むしろ，その心
的な体験とともにある，ということの重
要さである。世間では無我の境地などと
言われている禅ですら，体験を排除する
ことではなく，体験をコンテインするこ
とを志向しているとすれば，ましてや精
神分析については何をかいわんや，であ



る。
　「鏡の比喩」に戻ってみよう。この
「鏡」をただ外のものを映し出すだけの
無機物として見るならば，それ以上の
広がりはないだろう。ただ，これまで
「鏡」というものが担ってきた象徴性か
らすれば，この比喩がそこで止まってし
まうとも思われない。ときには，この
「鏡」は，体験し，揺らぎながらその体
験に気づき，消化して自分なりの像を返
そうと試みる「鏡」でもありうるのだろ
う。このコンテインしようと試みる鏡は，
フロイトの言った鏡より，ずいぶん分厚
い鏡になってしまった観もあるが，それ
がこの 年の歴史の厚みだと言った
らこじつけが過ぎるだろうか。

　おまけのように付け加えれば，上の公
案にはもう一つのパラドックスも含まれ
ているように思う。娘は，自分の意思で
「誘惑」したのではなく，老婆に言い含
められてやっているだけである。娘の自
律的選択ではなく，現実的にみれば空虚
な行動とも言える。これをどうするのか，
というのは，エナクトメントをめぐる重
層的な問題をも思い起こさせる。
　公案への答えが多少とも開かれた形に
なったままで，この小文を閉じることに
したい。最後になったが，禅に関して
「門前の小僧」以下でしかない私が知っ
たかぶりで書いたことに，読者のご海容
を請うものである。

◇書評エッセンス◇

もの想いと解釈
オグデン著 　大矢泰士訳

　衝撃的な著書である。精

神分析の空間に漂う，転移

－逆転移の関係性をこれほ

どみごとに言葉にしてくれ

た書物があっただろうか。

その空間に何が生じ，何が

そこにいるふたりにもたら

されるかが実に詳細に語ら

れており，読んでいる私た

ちはいやでもオグデンの

臨床場面に投げ込まれてい

くのである。翻訳がこなれ

ていることもあるだろうが，

平易な文体は，「生きてい

る分析」をまさに生き生き

と体験させてくれる。

　本書は， つの章から

成っており，本の題名が示

しているように，分析家の

「もの想い」によって生成

される理解とその解釈のあ

りよう，そしてそこからも

たらされる変化について描

き出されている。

　彼の理論は弁証法的であ

り手強い印象だったが，こ

の書は全体として，彼の翻

訳されている他の著作より

も実際的であり，読みやす

く，明快で，彼の精神分析

に対する姿勢を学ぶ絶好の

機会となった。精神分析的

な新たな思考回路を与えて

くれるすばらしい著書であ

る。自分の臨床を「もの想

い」しながら読み進めると

よいと思う。

（評者・鈴木智美＝精神分

析研究室■精神療法 33巻

2号（ ）より抜粋）



　この原稿を書き始める前に，岩崎学術
出版社の『学術通信』のバックナンバー
を 号から 号までウェブサイトか
らダウンロードした。何かを書いたり，
話したりする前には，相手を調べるとい
うのが私のポリシーである。学術通信の
文章の傾向を調べれば，私がこれから書
こうとする文章の読者の傾向も予測がつ
くだろう。いくつかキーワードを決めて，
それら出現回数と出てくる文脈を調べる
ことはレビュー論文を書くときの私の常
套手段である。 技術の進歩は全文検
索を瞬間技にした。
　行動療法，認知行動療法という用語が
出てきたのは， 回，そのうち 回は
岩崎以外の他の出版社の広告である。残

り 回が実際の記事の中で登場したも
のである。そして，その 回とも認知
行動療法に対して著者が好意的ではない
ことをうかがわせる。ひょっとすると岩
崎の『学術通信』は精神療法全体に非好
意的なのかも知れない。対照群として他
のものも調べてみた。選択は恣意的であ
る。精神分析は 回，ロジャーズは
回，クラインは 回，フロイトは
回，ユングは 回，森田療法とラカン，

エビデンスは 回，クライエント中心
（療法）は 回， とガイドライン
が 回である。『学術通信』は精神分析
とロジャーズが中心だと分かる。行動療
法や認知行動療法の影は薄いが，
や治療ガイドラインはさらに薄い。
　調べ出すと調べること自体が面白くな
る。キーワードの文脈を調べてみた。ク
ラインやラカン，ユングにはたいてい
「派」という接尾語がつく。フロイトに
も 回ついているが，これはアナ・フ
ロイト派であり， フロイトではない。
ロジャーズ派は 回である。創始者の
没後に名前が○○派として使われてしま

学術通信における「行動療法」

原井　宏明　

はらい・ひろあき＝精神医学，認知行動療法
なごやメンタルクリニック院長。著訳書に，
ヘイズ他著『〈あなた〉の人生をはじめるため
のワークブック』（共訳，ブレーン出版），『不
安障害の臨床心理学』（分担執筆，東京大学出
版会），『強迫性障害治療ハンドブック』（分担
執筆，金剛出版）など多数。このほど，マー
チ他著『認知行動療法による子どもの強迫性
障害治療プログラム』を共訳・刊行。



うことは本人には止められない。精神分
析学の発展は派閥の発展でもあるようだ。
そして，おそらくフロイトやロジャーズ
が生きていたら派閥の発展を苦々しく感
じるだろうと思う。
　私には時代錯誤に見える。「○○派」
かどうかで患者がセラピストを選ぶこと
が今でもあるのだろうか。私の価値観か
らすれば，医療の原則は透明性と説明責
任である。どの治療法を選ぶかについて，
自分の師匠の教えや自分の限られた経験
から選ぶなど私には論外である。私なら，

を検索し， ガイドラ
インを参考にして治療法を選択する。私
は確かに行動療法家であり，動機づけ面
接のトレーナーであるが，そうしている
理由はこれらにエビデンスがあるからだ。
イギリス医学の伝統は疫学に，そして

に連なる。タビストックに留学し
た人たちはアーチー・コクランの名前を
聞いたことがあるのだろうか？
　自分の気持ちを抑えて読んでみた。

　特に郵便番号 の一角には，クライ

ン派の牙城となったタヴィストック・クリ

ニックを中心として，現代フロイト派（旧

アナ・フロイト派）・ロンドンユング派・

集団療法などの研修施設が犇めき合う（福

本修， ， ）。

　精神療法を学ぶという雰囲気が素敵だ。

○○派の牙城と呼ばれる場所で，師匠につ

き，共に学ぶ同輩と生き生きと議論し，生

きた症例に接し，報告している。

　何かを学び習得するためには「○○派

の牙城」がとても役立っている，魅力あ
る場所に見える。行動療法家は自分の名
前がついた療法や「派」ができることを
嫌がる。オープンであり外部の批判を受
け入れることが科学の基本だからだ。精
神分析が主流であった頃は，行動療法は
科学であることを旗印にしていた。そし
て，今，振り返ると，日本の行動療法に
は「牙城」がない。
　行動療法について触れた記事を読んで
みた。

　 ．

　大学病院のデイケアでは，不断で熱心な

学習や研究を土台にして，学習理論に基づ

いた行動療法が試みられた。自閉症児た

ちは「変容」した。さらに保育園，幼稚

園，学校で，総合的な保育や教育を実践し

た。子どもたちはそこでの「適応」を見せ

てくれた。家族は大きな励ましを受けた。

しかしそれらの変化，受容，適応は，やが

て表層的なものでしかないことを思い知ら

されることになった（佐々木正美， ，

）。

　 ．

　認知行動療法は，悩みのある人にその解

決方法を効率よく処方するという点でどこ

かファーストフード風である（平井正三，

， ）。

　 は以前からよく聞いたことがある
ものだ。行動療法が日本に広がり始めた
とき，行動療法を行う人たちは，行動療
法の研究者だった。患者の生活の価値を



高めることよりも，自分の研究の価値を
高めることに，より大きな関心があっ
たのだろう。そして行動療法家として，
もっとも痛いものが である。日本行
動療法学会の大会や学会誌にはよく事例
研究が報告される。効率よく処方するこ
とを目指したケースはとても多いが，実
際に効率よく悩みを解決したものはわず
かである。効率よい解決方法は本当に
ファーストフードのようである。悩みの
ある人にこればかり食べさせて，映画
「スーパーサイズ・ミー」のようになっ
ているケースがぞろぞろある。
　私が行動療法に触れた国立肥前療養所
は今はない。ここは確かに行動療法の牙
城だった。日本全国から人が集まってき
ていた。プレミアムな場所だったのだ。
ここは今も肥前精神医療センターとして
継続しているが，もはや行動療法家はい
ない。現在の行動療法は，研究の対象と
いう段階をとっくに終えている。効率よ
く処方できる解決方法などもういい加減

に私も聞き飽きた。今の日本の行動療法
に必要なものは，患者を変える人でも，
行動療法を研究する人でもなく，行動療
法をしてみようとする人を変えていく人
であり，それを支える組織である。
　誰かに対して何かを変えることを目指
して介入しようとするとき，介入する
前の相手を調べることを行動療法家は
「ベースラインを取る」という。そして
アセスメントは繰り返し行う。相手が自
然に変わることが良くあるからだ。そし
て何をどの方向にどのぐらい変えると成
功したことになるかを決める。医療行為
の実践は目的指向システムデザインに沿
うべきであり，その中の行動療法もそう
あるべきだと私は考える。それが，私が
選んだ個人的価値観だからだ。
　私が 歳になったときに，『学術通
信』のキーワードの出現回数が変わり，
私が死んで長くたった後に，「原井派の
行動療法の牙城」という言葉が出てくる，
それを私は目指すことにしよう。

◇書評エッセンス◇

うつ病の認知療法
ベック 著　坂野雄二監訳 

　セラピスト行動は，そ

の仕事の成果によって

（形成化）される。

つまり，よくお目にかかる

患者，職場での立場，ニー

ズなどの傾向によって，援

助の仕方が変わってくる。

難儀したけどなんとか援助

できたという経験によって

大きく変化（成長）する。（中

略）ある個人的なケースで

の体験がまずあって，ワー

クショップや事例検討，文

献から得た知識， から

の助言などの情報入力に

よって，それらの実体験が

再活性化・再体制化された

瞬間，「ぴん」とくる。

　『うつ病の認知療法』は

そんな「ぴん」の「もと」

にあふれたテキストである。

（評者・神村栄一＝新潟大

学■臨床心理学 7 巻 3 号

（ ）より抜粋）



あぶあぶあからの風―ダウ
ン症・自閉症などの知的
障がいをもつ青年たちの
楽団＆ミュージカル
年の軌跡　ひがしのよう
こ　Ａ５　 円　築
地書館
医学の発展と親子法　松川
正毅　Ａ５　 円　
有斐閣
いじめに立ち向かうワーク
ブック―小学校低学年用
／小学校高学年・中学生
以上用　グレイ　服巻智
子訳　Ｂ５　各 円
クリエイツかもがわ
イメージ脳　乾敏郎　Ｂ６

円　岩波書店
インターネット心理学のフ
ロンティア　三浦麻子他
編　Ａ５　 円　誠
信書房
音楽家のためのアレクサン
ダー・テクニーク入門　
アルカンタラ　小野ひと

み監訳　Ａ５　 円
春秋社
解決指向フォーカシング療
法　ジェイソン　日笠摩
子監訳　Ａ５　 円
金剛出版
家族が知りたい統合失調症
への対応 ＆ 　高森
信子　Ｂ６　 円　
日本評論社
家族の心はいま　柏木恵
子・平木典子　Ａ５　

円　東京大学出版
会
学校カウンセリング　田上
不二夫監　Ｂ５　
円　ナカニシヤ出版
学校安全と子どもの心の危
機管理　藤森和美編　Ｂ
５　 円　誠信書房
学校コーチング入門　米川
和雄　Ａ５　 円　
ナカニシヤ出版
カルトからの脱会と回復
のための手引き　日本
脱カルト協会編　Ｂ６　

円　遠見書房■
河合隼雄と箱庭療法　日本
箱庭療法学会編集委員会
編　Ａ５　 円　創
元社
境界性パーソナリティ障害
小羽俊士　Ａ５　

円みすず書房
教養としての身体運動・健
康科学　東京大学身体運
動科学研究室編　Ｂ５　

円　東京大学出版
会
健康心理学・臨床心理学
へのアプローチ　塩崎
万里・岡田努編　Ａ５　

円　金子書房
現代社会を社会心理学で読
む　永田良昭・飛田操編
Ａ５　 円　ナカニ
シヤ出版
行動健康経済学　依田高
典・後藤励・西村周三　
Ａ５　 円　日本評
論社
心はなぜ不自由なのか　浜
田寿美男　新書　 円

研究所
子育てに活かす ハン
ドブック　井上雅彦監　
Ｂ５　 円　日本文
化科学社
子育て支援に活きる心理
学　繁多進編　Ａ５　

円　新曜社
個と組織を生かすキャリア
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